
SSP調査 お 調査不

木忠 (新 大学)，前田忠彦 ( 計数理 )

年，格差 日本社会 お な の と と ．格差 国 の
識 格差 論 基礎とな の ，国 の 識 社会調査

な ． ， 年の社会調査 回 5 ， ー
集計 と 格差 論 と と ．Fushiki & Maeda（2014）
2010年 SSP-I2010調査 お 調査不 イ の調 ，回 本 お
集計 格差 な イ

．本論文 ，2015年 第 1回 SSP調査 (格差と社会意識全国調査）
，格差 の の の回 の 回 本の 集計

のよ な イ のか ．格差 前回調査の と
集計 格差 な の イ

，Fushiki & Maeda（2014）の ．

1 め

年の日本 格差 な社会 な の と と ( と ，橘木 (1998)，
佐藤 (2000)，大竹 (2005)，数土 (2010)，佐藤&尾嶋 (2011)，平 (2014)，数土編 (2018)， 本 (2018))．

，格差 国 の 識 格差 論 基礎とな の ．大竹 (2005)
， のよ な 格差の 大 な と のか ．
(2007) ，格差意識 メ 社会 の かの

． (2018) ， ク 階層意識の ． 本 (2018)
，格差 大 識と との な 論 ．

の 格差 国 の 識 社会調査
． ， 年の社会調査 調査 な 調査不 (Synodinos &

Yamada, 2013)． よ ，社会調査の回 5 ， ー
集計 と 格差 論 と と ． 格差
論 ，階層 意識 ， な 社会調査の と 論

意識 調査不 よ と な ． のよ な 調査不
イ 調 よ な お ， ( と ，Groves,
Dillman, Eltinge & Little (2002)，Särndal & Ludström (2005)，Bethlehem, Cobben & Schouten (2011))．

と社会 の意識調査 ( ，SSP-I2010調査と ) ，全国の 25 か 59
(2009年 ) の 3500人 び，階層 意識 格差社会 の 調査 の

(SSPプロジェクト, 2013)． の調査 お 回 50.4% ，回 本 ( 集計)
調査不 イ の ．Fushiki & Maeda (2014) ，

SSP-I2010調査 お 格差 回 イ 調 と格差 よ
と ．

2015年の第 1回 SSP調査 ( ，SSP2015調査と ) 全国の 20 か 64 (2014年 ) の
9000人 調査 (SSPプロジェクト事務局, 2016)．SSP2015調査 ブ ッ
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ト コ ー ． ，SSPプロジェクト お 調
査と 2010年 の の ， 本 イ 3500か 9000 と ． ，回
本の イ 3575 回 39.7% お ，調査不 イ の よ

な ．
本 SSP2015調査 お の お イ 調 ．SSP-I2010調査
お SSP2015調査 か か ，調査不 イ

意 と ． ，格差
集計 よ のよ な の イ のか 事前 ，

SSP2015調査 お SSP-I2010調査 お 現 か か
と ．

本論文の の ．2 本 数
．3 本 イ 調 の ． 集計の イ の の 意

， イ の 論 ．4 本 の と と ．

2
本 調査不 の と ， コ の (Rosenbaum & Rubin, 1983)

と ブ ー ( と ，Särndal & Ludström (2005)) ． コ の ，
プ 理論 お Horoviz-Thompson な と ．

， よ 本中の 人 回 本 の ， の 数
． ， ブ ー ， 数の回 本 お 平

集 の不 よ 回 本の の ，
の と ．
本 の 4 の 報 イ 調 ．

1. 事前 基本 な か か 報 (X(1))．

2. の調査 報 (X(2))．

3. 調査 報 (X(3))．

4. の 国 調査な か 集 お 報 の (X(4))．

の 報の ，表 1 と ．Z 調査 か か 表 2 数と (Z = 1
の 調査 ，Z = 0の 調査 と )，X(2) 本 の 数 ， 計

ト Rの ッ ージ discretization Z よ の 数と ．
X(1), X(2), X(3) 調査 報 ．X(1)，X(2)，X(4) 集 の 報

．X(3) 集 の 報 と な ， よ 調査 全 の
報 ． ， 集 の 報 ，X(1), X(4) 2015年国 調査の ，

X(2) ， 計 の お SSP2015調査と 調査
の ．
コ の ，ロジ ック回 P(Z = 1|X(1), X(2), X(3)) 調査

9000人の ー か ，P(Z = 1|X(1), X(2), X(3))の の 数 ．
ブ ー ， 数 集 報 本全 の 報 とな X(1)

，X(2)，X(4) の 集 の 報 ，X(3) 本全 の 報 ．
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表 1. 報の ．

X(1) 年 ・ (20-34 ，35-49 ，50-64 ，20-34 ，35-49 ，50-64 )
( ，人 20 人 の ，人 10-20 人の ，人 10 人 の ，
・ )

ー ( ・東 ， 東，中 ， ，中国・ 国， ・ )
X(2) 人 (3 )， (2 )，65 人 (2 )， 国人 (2 )，

(2 )， (2 )， 出 (2 )，人 数 (2 )，
人 (2 )，第 (2 )， (2 )

X(3) ( ，集 (5階 )，集 (6階 ))
( ， )

集 ( ， )
ートロック ( ， )

表 ( ・ ，集 トの ，な )
X(4) ( ( )， ( )， ( )， ( )， ， )

(20年 ，20年 )
の ( ， )
報 ( ， )

3

3.1

調査か 報の中 ， 人 ， 国 調査か 集 の
報 と ．本 イ 調 の の ，
と直 数 X(4)か 集 お ， 人 ，

の ． X(4) か と直 数 の
， かなか ブ ー 差な とな

．表 2 と ．
， 集計 7.5% ， コ 9.4%， ブ

ー 11.7%とな ． 集 お 15.6%なの コ
よ ブ ー 集 と か ． 人

お イ 調 と 集 と ．
と ブ ー 集 ， 人
コ 集 ． ， 人 コ

ブ ー の 差 と ． ， の
イ 調 の 集 と の 差 ，調査

不 と よ イ の ． の か 本
お SSP2015 ー お イ の の と 意 と
．
の イ の と の ．
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表 2. 集 報 数 イ 調 ．

集 回 本 コ
ブ

数
ー

15.6% 7.5% 9.4% 11.7% 報
人 66.0% 76.9% 70.9% 71.1% の 報

60.9% 69.4% 66.1% 62.9%

3.2 参

本 ，社会 の回 イ 調 ．社会
の 人 調査 よ と 社会

集計 とよ 社会 イ の の な かと
．
国 自 の の の 集計 53.0%
， コ 50.9% ， ブ ー 49.6% ．
集計 よ か コ と 2.2% ， 集計 よ

か ブ ー と 3.4%とな ． の か 集計 よ の
の イ と ． の イ の の 意な のなのか
3000のブート ト ップ 本 と ， 集計と イ 調 の差の

差 ， 集計の イ ． 0 な 意
な イ と ． の差の 95% ， コ
[1.5, 2.8] (%) ， ブ ー [2.0, 4.9] (%)とな お ，国 自
の の と回 集計 よ 意な の
イ ．

， と よ と ， 集
計 13.7% ， コ 12.1%， ブ ー 11.8%とな
． 集計と イ 調 との差の 95% ， コ

[1.1, 1.6] (%)) ， ブ ー [1.0, 2.9] (%)とな ． の か
と よ と回 集計 よ 意な

の の イ ．
Fushiki & Maeda (2014) ，SSP-I2010調査 お の お ， の

．

3.3 と と

本 ， との と と の回 イ 調
． と 人 調査 と との と
と 集計 と イ の の な かと
， イ の ．

と の人 と と の
集計 52.9% ， コ 49.9%， ブ ー

よ 49.1%とな ． か 集計 の イ と
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表 3. 社会 ．

回 本 コ ブ ー

Q.国 自 の の

53.0% 50.9% 49.6%
よ 17.6% 18.3% 18.3%
と 16.6% 16.7% 17.3%

な 8.2% 8.8% 9.0%
と な 4.3% 5.0% 5.4%

D.K. 0.3% 0.3% 0.4%
Q.

5.4% 4.5% 4.4%
よ 8.3% 7.6% 7.4%
と 50.5% 49.9% 50.0%

な 26.0% 27.6% 27.9%
と な 9.8% 10.3% 10.2%

D.K. 0.1% 0.1% 0.1%

表 4. との と と ．

回 本 コ ブ ー

Q. と の人

と 9.9% 9.2% 8.9%
43.0% 40.7% 40.3%

と な 31.1% 31.8% 32.3%
な 11.7% 13.3% 13.3%

全 な 4.1% 4.9% 5.1%
D.K. 0.1% 0.1% 0.2%
Q. の人 な

と 4.4% 4.0% 3.7%
23.4% 21.5% 21.0%

と な 41.5% 40.3% 40.4%
な 23.2% 25.1% 25.5%

全 な 7.3% 8.8% 9.1%
D.K. 0.2% 0.2% 0.2%
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． の差の 95% ， コ [2.4, 3.7] (%) ，
ブ ー [2.5, 5.1] (%)とな ． の か と の人

と と と回 集計 よ
意 の イ の ．
の人 な な と 全 な と

集計 30.4% ， コ 33.9% ， ブ ー
よ 34.6%とな ． の差の 95% ， コ

[−4.3, −2.6] (%) ， ブ ー [−5.7, −2.7] (%)とな ． の か
の人 な な と 全 な と回

集計 よ 意 の イ の ．
の お イ 調 よ との な 意
ト お ，事前 よ 集計 よ との 出 イ
の と ．

3.4

SSP調査 お 階層 意識 調査 と 調査 ．
階層 意識 中の と 集計 29.0% ， コ

28.6%， ブ ー 28.0%とな ． イ 調 と
， 集計と イ 調 の差の 95% ， コ

[−0.2, 1] (%)， ブ ー [−0.2, 2.2] (%)と の お 意
の イ と な ．Fushiki & Maeda (2014) SSP-I2010調査 お の

イ 調 意な イ な ．

表 5. 調査 お な ．

回 本 コ ブ ー

階層 意識
1.3% 1.5% 1.2%

中の 29.0% 28.6% 28.0%
中の 47.5% 47.1% 47.1%
の 16.9% 17.3% 17.8%
の 4.8% 5.1% 5.4%

D.K. 0.4% 0.4% 0.4%
全

25.6% 25.0% 24.5%
かと 45.9% 46.2% 45.7%
と な 19.9% 20.0% 21.2%
かと 不 6.3% 6.4% 6.3%

不 2.1% 2.2% 2.1%
D.K. 0.2% 0.2% 0.2%

お ， と 集計 25.6% ，
コ 25.0%， ブ ー 24.5%とな ． の差の
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95% ， コ [0.1, 1.1] (%) ， ブ ー
[0.1, 2.2] (%)とな お ， 集計 な イ ．

3.5

格差 の回 の ．
平等 な の差 な と

と と の と と，回 本 52.5% ，
コ 54.4%， ブ ー 54.9% な ． ，

集計 格差 の イ と ．
の差の 95% ， コ [−2.5, −1.2] (%) ， ブ ー

[−3.6, −1.1] (%)とな ． の か 平等 な
の差 な と と回 集計
よ 意 の イ の ．
の の 3 の格差 ． の自 よ 格差

な との 大 ， と と の
と と， 集計 39.2% ， コ 37.5%， ブ ー

36.7%と格差 の意 の お ， 集計 の イ
と ． の差の 95% ， コ [1.1, 2.4] (%)

， ブ ー [1.2, 3.8] (%)とな ， 集計 意 の イ
．

日本 格差 か な な と な と
， 集計 69.7% ， コ 67.9%， ブ ー

67.6%と格差 の意 の お ， 集計 の イ
と ． ， の差の 95% ， コ

[1.1, 2.2] (%) ， ブ ー [0.8, 3.2] (%)とな ， 集計 意 の
イ ．

の日本 の格差 大 と と ，
集計 62.8% ， コ 61.1%， ブ ー 60.7%

と格差 意 の お ， 集計 の イ
と ． の差の 95% ， コ [0.7, 2.0] (%) ，
ブ ー [0.6, 3.1] (%)とな ， 集計 意 の イ

．
SSP-I2010調査 お 本 格差 お ，Fushiki & Maeda (2014)

格差 の回 の ． 平等 な
の差 な と と と回
， 集計 60.3% の コ 61.7%，

ブ ー 63%とな ． の イ 調 と 格差
の ト ． 年 調査 な な SSP-I2010調査
お SSP2015調査 お の と と な ． の か 格

差 集計 と 格差 の イ の
．
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表 6. 格差 ．

回 本 コ ブ ー

Q. 平等 な の差 な

17.5% 18.3% 18.3%
35.0% 36.1% 36.6%

と な 30.6% 29.4% 29.0%
な 12.1% 11.9% 11.7%

な 4.5% 4.1% 4.2%
D.K. 0.2% 0.2% 0.3%
Q. の自 よ 格差 な との 大

13.6% 12.7% 12.1%
25.6% 24.8% 24.7%

と な 41.1% 41.3% 41.3%
な 15.4% 16.5% 17.4%

な 4.0% 4.4% 4.2%
D.K. 0.3% 0.4% 0.4%
Q. 日本 格差 か な

1.5% 1.7% 1.7%
5.7% 6.3% 6.7%

と な 22.8% 23.7% 23.7%
な 42.3% 41.9% 41.9%

な 27.4% 26.1% 25.7%
D.K. 0.3% 0.3% 0.3%
Q. の日本 の格差 大

23.9% 22.6% 22.3%
38.7% 38.5% 38.3%

と な 25.3% 25.7% 25.8%
な 10.4% 11.3% 11.7%

な 1.5% 1.6% 1.5%
D.K. 0.3% 0.3% 0.3%
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4 まとめと考察

格差 日本社会 お 年 ー の 1 ，格差 国 の 識
調査 と な社会 学の ー と ． ， 年の社会調査 調査不
の ， よ 集計 よ 大 な イ のとな
． ，調査不 の 格差の 識 集計 のよ な イ
のか か な と

Fushiki & Maeda (2014) 2010年 SSP-I2010調査 お イ 調 と格差
ト と ，本 の SSP2015調査

お の ．SSPI2010調査，SSP2015調査 調査 ，SSP2015調
査 新 ブ ット 調査 お ，回 SSP-I2010調査 SSP2015
調査 大 ． 調査 お 調査 の の のよ な ，
の調査 お 格差 集計 と格差 よ の イ

と 事 ， のと ．
の ，格差 調査か な と ．
集 の 報 イ 調 か ，本

イ の の ， イ の 数 な
と ． 数 な 調査 な 自
な の と ． ，調査不 イ 回 の な のよ な

のか の な の と ．
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